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高
騰
が
続
く
金
と
計
量
　
　
①
②
①
②
面

工
場
爆
発
事
故
書
類
送
検
差
圧
計
の
異
常
値
放
置
　
　
①
面

群
馬
県
計
量
協
会
合
併
後
初
の
辞
令
交
付
式
　
　
　
　
　
①
③
面

令
和
８
年
４
月
計
量
機
関
・
団
体
人
事
異
動
（
２
）　
　
②
面
②
面

令
和
８
年
４
月
地
域
計
量
機
関
人
事
異
動
（
２
）　
　
　
②
面
②
面

全
国
特
定
市
計
量
行
政
協
議
会
会
長
市
は
広
島
市
に
　
④
面

ア
ズ
ビ
ル
金
門 「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」      

④
面

テ
ラ
オ
カ
青
果
用
Ａ
Ｉ
ス
ケ
ー
ル
食
品
売
場
へ
導
入
　
⑤
面
　

計
量
法
の
解
説（
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
⑦
⑧
面

官
僚
制
度
と
計
量
の
世
界
（
２４
）
そ
の
２    

　
　
⑨
⑩
⑪
面

社
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
面

経
済
産
業
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
環
境
局 

計
量
行
政
室
か
ら

の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
面

（
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

３
５
３
４
号
を
５
月
10
日

付
で
発
行
し
ま
す
。

２
万
７
０
０
０
円
／
ｇ

高
騰
が
続
く
金
と
計
量

　
新
た
に
発
足
し
た
群
馬
県

計
量
協
会
で
辞
令
交
付
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
に
一

般
社
団
法
人
群
馬
県
計
量
協

会
（
横
田
貞
一
会
長
、
前
橋

市
下
大
島
町
）
と
一
般
社
団

法
人
群
馬
県
計
量
検
査
セ
ン

タ
ー
（
横
田
貞
一
理
事
長
、

高
崎
市
足
門
町
）
が
合
併
し

て
、
初
め
て
と
な
る
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
た
。

　
群
馬
県
計
量
協
会
の
６
名

と
、
群
馬
県
計
量
検
査
セ
ン

タ
ー
の
３
名
合
わ
せ
て
９
名

の
職
員
に
対
し
て
、
横
田
会

長
か
ら
辞
令
が
直
接
手
渡
さ

れ
た
。

　
横
田
会
長
は
、
辞
令
交
付

式
に
お
け
る
訓
示
の
中
で
、

「
今
日
か
ら
新
た
な
一
般
社

団
法
人
群
馬
県
計
量
協
会
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
組
織
も
人

員
態
勢
も
強
化
さ
れ
る
の

で
、
県
内
唯
一
の
指
定
定
期

検
査
機
関
と
し
て
、
業
務
を

充
実
さ
せ
て
い
っ
て
欲
し

い
。業
務
の
実
施
に
あ
た
り
、

留
意
し
て
欲
し
い
点
が
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
で
業
務
を
進
め

（
一
社
）群
馬
県
計
量
協
会

合
併
後
初
の
辞
令
交
付
式

辞令交付式集合写真

豊
漁
の
イ
ワ
シ
と
同
じ

感
覚
で
０
・
０１
グ
ラ
ム

あ
た
り
２
７
０
円
の
金

を
計
る
こ
と
へ
の
問
い

　
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は

『
資
本
論
』
に
お
い
て
、「
金

銀
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

貨
幣
で
は
な
い
が
、
貨
幣
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
金
銀

で
あ
る
」と
記
し
た
。
金（
き

ん
）
が
本
質
的
に
貨
幣
と
し

て
の
役
割
を
担
う
と
、
こ
の

古
典
経
済
学
は
規
定
す
る
。

　
米
国
の
ド
ル
発
行
権
益
が

も
た
ら
す
富
の
収
奪
構
造

と
、
ド
ル
の
信
用
と
金
価
格

の
逆
相
関

　
米
国
が
発
行
す
る
ド
ル
紙

幣
は
、
世
界
の
富
を
米
国
に

集
積
さ
せ
る
「
合
法
的
な
偽

札
」
の
よ
う
に
機
能
し
て
い

る
と
も
言
え
る
。
こ
れ
は
米

ド
ル
が
国
際
基
軸
通
貨
と
し

て
の
役
割
と
圧
倒
的
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
た
め
だ
。

世
界
の
中
央
銀
行
や
投
資
家

は
、
ド
ル
の
流
動
性
と
安
全

資
産
と
し
て
の
信
頼
性
か
ら

米
国
債
を
大
量
に
保
有
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
政

府
や
企
業
は
極
め
て
低
い
コ

ス
ト
で
資
金
を
調
達
で
き

る
。
他
国
で
あ
れ
ば
通
貨
安

圧
力
に
直
面
す
る
大
幅
な
貿

易
赤
字
や
経
常
赤
字
で
あ
っ

て
も
、
米
国
は
比
較
的
容
易

に
維
持
で
き
る
の
で
あ
る
。

他
国
が
ド
ル
建
て
資
産
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
米
国
の
貯

蓄
不
足
と
需
要
の
不
均
衡
が

吸
収
さ
れ
、
さ
ら
に
米
国
の

企
業
や
銀
行
は
国
際
取
引
を

自
動
車
部
品
工
場
爆
発
事
故
、
書
類
送
検

差
圧
計
の
異
常
値
放
置

　
２
０
２
５
年
３
月
６
日
、

バ
ネ
製
造
大
手「
中
央
発
條
」

の
藤
岡
工
場
（
愛
知
県
豊
田

市
）
で
発
生
し
た
集
じ
ん
機

の
爆
発
事
故
（
従
業
員
１
名

が
死
亡
、
２
名
が
負
傷
）
に

つ
い
て
、
必
要
な
報
告
を
怠

っ
て
い
た
と
し
て
同
社
の
社

員
３
人
が
２４
日
、
書
類
送
検

さ
れ
た
。

爆
発
事
故
が
起
き
た
原
因

　
冷
間
コ
イ
ル
ラ
イ
ン
に
設

置
さ
れ
て
い
た「
集
じ
ん
機
」

の
内
部
で
、
粉
塵
爆
発
が
発

生
し
た
こ
と
が
直
接
の
原
因

と
な
っ
た
。
集
じ
ん
機
は
製

造
工
程
で
発
生
す
る
粉
じ
ん

（
ダ
ス
ト
）を
吸
引
し
て
ろ
過

す
る
装
置
で
あ
り
、
そ
の
内

部
に
過
剰
に
た
ま
っ
た
粉
じ

ん
に
、
作
業
中
の
火
花
や
静

電
気
な
ど
が
引
火
し
、
大
規

模
な
爆
発
を
引
き
起
こ
し

た
。

差
圧
計
が
検
知
し
た
異
常

　
事
故
当
日
の
稼
働
開
始
直

後
、
集
じ
ん
機
に
設
置
さ
れ

て
い
た
「
差
圧
計
」
が
異
常

値
を
検
知
し
て
い
た
。
こ
の

異
常
値
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が

深
刻
な
目
詰
ま
り
を
起
こ

し
、
正
常
に
排
気
や
集
じ
ん

が
で
き
な
い
危
険
な
状
態
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
た
。

異
常
値
の
放
置

　
事
故
発
生
直
後
の
２
０
２

５
年
３
月
時
点
に
お
い
て
、

会
社
側
は
「
異
常
値
が
出
た

際
に
定
め
ら
れ
た
対
応
（
フ

ィ
ル
タ
ー
の
エ
ア
ー
洗
浄
装

置
の
動
作
確
認
な
ど
）
を
実

施
し
て
い
る
最
中
の
爆
発
で

あ
り
、人
的
ミ
ス
で
は
な
い
」

と
発
表
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
否
定
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
の
警
察
の
捜

査
に
よ
り
、
集
じ
ん
機
の
日

常
点
検
を
す
る
中
で
、
差
圧

計
が
異
常
を
検
知
し
て
い
た

が
そ
れ
を
放
置
し
て
い
た
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
２
０
２
６
年
４
月
２４
日
に

愛
知
県
警
は
生
産
ラ
イ
ン
責

任
者
（
製
造
部
班
長
）
や
点

検
係
ら
計
３
人
を
業
務
上
過

失
致
死
の
疑
い
で
書
類
送
検

し
た
。
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